言語的教室活動案 5

レッスンプラン
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　　　　　　　　　　　　　　　　言語的教室活動案　5 
	内容
	「自己紹介」

	活動Can-do
	基本的な自己紹介の表現を使うことができる。（A１：やりとり）

	対象学年
	Year3 ～ Year 11

プライマリースクール、セカンダリースクール

	対象人数
	10～30人

	所要時間
	20～30分

	必要教材
	パソコン、またはフラッシュ・カード（FC）

応用編の活動：やわらかいボール


（注）　所要時間は目安です。生徒数、学年などによって異なります。

レッスンプラン例　（所要時間25分）

	
	所要時間
	活動
	注意点
	教材および必要なもの

	ウォームアップ
	2分
	生徒に英語で自己紹介をするとき何を言うか（何を相手に伝えるか）、聞いてみる。
	· 「あいさつ」「自分の名前」などといった意見が出てくるように促してみましょう。
	

	導入
	6分
	おじぎ指導

1. 教師が３つのおじぎの例を見せた後、生徒と一緒にやってみる。
→資料L5-1，L5-2参照
2. あいさつの一つ（例：「こんにちは」など）と一緒に言いながら、おじぎをしてもらう。
3. 自己紹介で使う文型指導
指導する文型は以下のとおり。

· KON NI CHI WA. ＋ small BOW
· (Your name) DESU.
· オプション：(Your favourite thing) GA SUKI DESU.
· DŌZO YOROSHIKU. ＋ deep BOW
	· 「おじぎ」は日本の大切な文化の一つなので時間をかけてゆっくりと教えましょう。
· 時間がない場合は、文型「○○が好きです」の指導を省略してください。
	資料L5-1:

Culture Note Bowing, 
L5-2: How to bow

	練習
	5分
	教師と一緒にリピート
· 隣同士で練習
	· 三種類のおじぎ、角度、手の位置、早さなど、丁寧に指導しましょう。
	

	展開


	10分
	アクティビティ「自己紹介」
1. 資料L5-3を配布し、ルールを説明する。

2. 生徒は、クラスの５人以上に自己紹介して回る。
	· 教師は生徒が正しく言えているかモニターしましょう。
	資料L5-3:

Introducing Yourself Worksheet

	終了
	2分
	片付けと復習
	
	


レッスン時間が多めにあるとき（または予想以上に早く生徒が習得できた場合）は、下記活動へ進んでください。

応用編
『ボールを使って自己紹介』（推定活動時間10分）
1. やわらかいボール（またはぬいぐるみなど）を準備する。
2. 全員の顔が見えるように、円になって座る。

3. 最初に教師がモデルを見せる。
例：「こんにちは。○○です。 （○○が好きです。）どうぞよろしく。」
教師は自己紹介した後、生徒Aにボールを投げる。「○○が好きです。」はオプションです。時間がない場合は、省略してください。
4. 生徒Aも同様に自己紹介した後、次の生徒Bにボールを投げる。

5. これを順に繰り返す。

6. 慣れてきたらスピードを早くする。落とさないように注意。

『他己紹介』（推定活動時間15～20分）
1. 最初に、相手を呼ぶときは「○○くん/さん」をつけることを指導。
2. ペアになってもらう。

3. 生徒Aは生徒Bを指して、「Bくん/さんです。」と紹介する。生徒Bは「どうぞよろしく」とお辞儀をする。

4. ペアで練習。生徒が「くん/さん」を間違えていないか、「名前＋くん/さん」の順番にしているか、モニターする。
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よく出来る生徒をあてて前に出てきてやってもらう。
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